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社　代　会

長　表　長

一村穴

守上井

和義

福
岡
表
替
聞
懐
旧
談
㈲

◇

　

　

　

◇

萩
の
乱
と
の
同
調
に
至
る
事

情
が
語
ら
れ
る
。
明
治
九
年
末

の
頭
山
海
、
箱
田
六
踊
ら
の
捕

縛
は
政
府
密
偵
の
挑
発
に
乗
っ

た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
密
偵
と
し
て
具
体
的
に
石
塚

清
武
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
前
原
の
同
志
と
し
て
横
山
邦

彦
が
同
行
し
た
と
す
る
。
「
玄

洋
社
社
史
』
で
は
、
こ
の
二
人

を
そ
れ
ぞ
れ
揖
〔
指
〕
宿
〔
辰

次
〕
、
奥
平
謙
輔
と
し
て
い
て

食
い
違
う
。

な
お
、
文
中
、
堅
忍
社
は
堅

志
社
の
誤
り
。
ま
た
、
高
揚
乱

は
博
多
瓦
町
で
生
ま
れ
、
後
に

那
珂
郡
住
吉
相
手
人
参
畑
に
塾

を
開
い
た
も
の
で
、
こ
の
あ
た

り
本
文
の
表
記
は
正
確
で
は
な

い
。
高
揚
が
広
瀬
淡
窓
（
亀
井

南
冥
・
昭
陽
の
弟
子
）
　
に
学
ん

だ
事
実
は
な
く
、
実
際
に
は
昭

陽
の
子
陽
洲
に
学
ん
だ
の
で
あ

る。

◇

　

　

　

◇

明
治
丁
丑

福
岡
表
書
聞
懐
旧
談
　
上

清
澄
野
生
編
述

第
二
回
（
続
き
）

愛
に
博
多
瓦
町
字
人
参
畑
に

高
揚
乱
と
呼
べ
る
女
丈
夫
あ
り
。

元
来
眼
科
医
に
あ
り
て
、
其
懐

砲
洒
落
、
其
志
気
卓
挙
に
し
て
、

曾
て
日
田
表
広
瀬
の
塾
に
雪
祭

し
、
恰
く
経
史
を
猟
渉
し
、
殊

に
易
学
に
精
し
。
世
評
平
尾
山

の
野
村
望
東
と
伯
仲
視
せ
ら
れ

た
り
。
人
参
畑
に
私
塾
を
設
け

て
地
方
の
青
年
者
を
集
め
、
教

導
薫
陶
す
。

此
門
に
入
り
で
学
修
せ
し
青

年
の
重
立
ち
た
る
は
、
頭
山
浦
、

進
藤
喜
平
太
（
当
時
、
進
藤
は

博
多
瓦
町
に
居
り
、
私
塾
の
近

傍
に
居
住
通
学
せ
る
な
り
）
、

宮
川
太
一
郎
、
奈
良
原
到
、
阿

部
武
三
郎
、
大
倉
周
之
介
、
箱

田
六
輔
、
松
浦
愚
、
高
田
芳
太

郎
、
林
斧
助
等
の
一
累
な
り
し

が
、
不
知
々
々
高
揚
女
史
が
血

誠
の
衣
鉢
を
稟
つ
、
あ
り
。
書

を
読
ん
で
大
義
に
通
じ
、
窮
行

実
践
、
廉
恥
を
重
ん
じ
以
て
志

気
を
養
ひ
っ
＼
他
日
斐
々
成

材
し
て
各
自
社
会
に
立
ち
、
為

す
事
あ
り
た
る
、
夫
れ
の
実
跡

の
上
に
於
て
そ
れ
の
効
果
を
発

露
せ
ら
れ
け
り
。

却
説
も
式
部
小
四
郎
が
時
事

を
感
じ
て
、
そ
の
民
権
の
拡
張
、

其
地
方
人
民
の
団
結
を
奨
励
誘

報
せ
し
や
、
夫
等
の
一
累
は
一

番
に
馳
せ
集
ま
り
て
一
の
団
体

を
箔
合
す
。
其
重
立
ち
た
る
は
、

頭
山
浦
、
進
藤
喜
平
太
、
箱
田

六
輔
、
宮
川
太
一
郎
、
月
成
元

雄
、
阿
部
武
三
郎
、
中
村
茂
八

郎
、
横
井
六
三
四
、
山
田
栄
三

郎
、
筒
井
新
兵
衛
、
長
野
重
美
、

林
斧
助
、
内
海
重
男
等
を
始
め

と
し
て
、
大
貝
五
八
郎
、
菅
新

平
、
大
神
五
百
枝
等
、
大
約
一

百
五
十
名
、
之
を
矯
志
社
と
云

ふ。

又
越
知
彦
四
郎
、
久
光
忍
太

郎
、
村
上
彦
十
、
古
間
慎
吾
、

川
越
庸
太
郎
、
吉
田
新
太
郎
、

（
輌
次
郎
の
実
弟
）
、
松
本
俊

之
助
、
佐
々
木
彦
四
郎
、
塩
川

滴
、
平
岡
浩
太
郎
、
輿
膳
五
六

郎
等
を
始
め
と
し
て
、
英
一
累

大
凡
一
百
二
、
三
十
名
は
別
に

団
結
を
成
す
。
之
を
強
忍
社
と

呼
ぶ
。
早
良
郡
金
武
村
に
本
部

を
仕
垢
へ
、
開
墾
事
業
を
起
し

以
て
筋
骨
を
錬
ひ
、
士
気
を
磨

す
事
を
以
て
其
主
義
と
な
し
た

り
き
。又

奈
良
原
到
は
少
壮
年
の

巨
嬰
と
し
て
そ
の
同
志
輩
十

七
、
人
名
を
結
合
し
て
別
に
一

社
を
結
ぶ
。
之
を
堅
忍
社
と
名

づ
く
。以

上
三
園
社
鼎
立
し
て
初
め

て
競
争
奮
励
の
精
神
活
動
す
。

於
此
、
福
岡
表
の
青
年
社
会
の

精
気
を
稿
一
新
す
る
の
気
運
に

は
轡
ひ
た
り
。
此
際
に
於
て
式

部
小
四
郎
は
三
園
社
に
於
け
る

棟
梁
泰
斗
視
せ
ら
れ
、
若
し
各

国
社
に
於
て
間
隙
紛
議
の
生
る

場
合
に
は
、
武
郎
之
に
臨
め
ば

忽
ち
解
間
し
て
鎮
静
す
る
程
な

り
き
。其

頃
に
方
り
、
宮
川
太
一
郎

が
福
岡
船
町
な
る
居
宅
を
叩
き
、

鹿
児
島
大
石
塚
清
武
と
名
乗
り
、

相
野
の
便
な
り
と
て
、
同
志
の

一
累
へ
面
接
せ
ん
事
を
需
む
。

宮
川
は
款
接
せ
し
に
、
身
に
は

薩
摩
カ
ス
リ
の
短
砲
を
着
し
、

腰
に
は
兵
児
帯
を
し
め
、
純
然

た
る
薩
人
な
り
し
か
ば
、
宮
川

は
政
府
の
間
牒
者
と
は
垂
も
気

附
か
ず
、
同
志
箱
田
六
輔
を
呼

び
て
、
自
宅
に
於
て
牛
肉
を
買

ひ
て
彼
と
一
酌
す
。

彼
は
説
出
で
語
ら
く
、
拙
者

は
官
で
警
視
庁
警
視
に
従
務
な

せ
し
が
、
患
ふ
仔
細
あ
り
て
職

を
解
き
で
、
故
山
に
帰
臥
し
、

比
国
、
桶
野
の
意
を
受
け
て
萩

表
に
赴
き
前
原
一
誠
其
他
の
一

累
に
面
接
し
秘
密
の
協
議
を
交

ひ
、
唯
今
帰
郷
の
路
次
、
貴
地

に
立
過
り
て
、
足
下
等
の
如
き

有
志
者
へ
面
接
し
て
共
に
聯
絡

し
て
、
宿
意
を
貫
徹
せ
し
め
た

し
と
説
出
し
、
彼
は
酔
ひ
に
乗

じ
て
萩
表
の
動
静
を
も
話
し
、

前
原
一
誠
は
能
く
西
郷
、
桶
野

が
意
の
在
る
所
を
賛
援
な
し
て
、

緩
急
の
場
合
は
萩
表
の
旧
藩
銃

器
弾
薬
の
倉
庫
も
あ
れ
ば
、
夫

れ
を
利
用
し
て
事
を
挙
ぐ
べ
き

を
誓
ひ
、
そ
の
同
志
横
山
邦
彦

（
当
時
は
萩
の
郡
長
な
り
し
と

云
ふ
）
を
し
て
其
同
意
を
表
ん

が
為
に
拙
者
に
同
伴
せ
し
め
し

が
、
横
山
は
木
尾
瀬
宿
に
て
別

れ
、
原
田
宿
に
て
待
ち
合
す
可

と
の
約
束
せ
り
。

併
し
貴
方
の
準
備
は
如
何
で

あ
り
し
ぞ
と
、
根
間
ひ
端
間
ひ

て
そ
の
模
様
を
尋
問
せ
し
か
ば
、

富
川
、
結
団
は
口
を
揃
へ
て
答

へ
ら
く
、
当
地
の
兵
器
弾
薬
は

充
分
の
蓄
儀
も
あ
り
た
れ
ど
、

四
年
七
月
蒲
江
に
よ
り
て
朝
命

に
よ
り
解
隊
の
樹
、
悉
く
之
を

封
じ
て
兵
部
の
手
に
納
め
置
き

し
こ
と
な
れ
ば
、
之
は
旧
城
台

兵
の
戎
器
庫
に
あ
り
。
然
れ
ど

も
各
自
エ
ン
ヒ
エ
ー
ル
銃
一
挺

位
は
銘
々
所
持
し
て
居
べ
く
、

若
し
事
を
挙
る
に
臨
ん
で
我
々

が
戎
器
は
器
械
に
も
非
ず
、
又

弾
薬
に
も
非
ず
、
唯
一
片
の
精

神
な
り
と
答
へ
し
か
ば
、
彼
も

亦
胸
に
□
口
せ
し
模
様
に
て
、

数
杯
酌
替
へ
て
快
々
寛
談
数
刻

を
移
し
、
再
会
を
期
し
て
立
ち

則
る
。
是
九
年
夏
の
事
在
り
し

な
り
。爾

後
、
鹿
児
島
表
へ
遊
学
せ

し
一
累
よ
り
の
報
知
に
依
れ
ば
、

彼
石
塚
清
武
な
る
は
全
く
政
府

の
間
膜
で
あ
り
で
、
彼
の
長
大

横
山
邦
彦
を
伴
ひ
、
桶
野
利
秋

を
訪
ひ
し
に
、
桶
野
は
声
を
励

ま
し
て
、
汝
政
府
の
間
牒
、
即

座
に
斬
り
捨
て
ん
と
迄
罵
話
せ

ら
れ
、
彼
石
塚
は
其
僅
姿
を
璃

晦
し
て
英
行
衛
を
浸
す
。
迷
惑

な
る
は
彼
に
同
伴
さ
れ
た
る
長

大
横
山
で
あ
り
、
彼
も
其
景
況

を
察
し
で
鹿
児
島
表
に
於
て
は

一
時
其
所
在
を
浸
し
、
辛
苦
殻

難
、
隔
日
の
山
間
を
辿
り
、
豊

後
境
に
出
て
辛
じ
て
萩
表
に
遁

帰
り
し
と
云
ふ
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

建
設
事
業
の
計
画
・
詞
査
・
測
量
・
設
計
・
施
工
管
理

ジ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
・
工
ン
ジ
”
一
ア
リ
ン
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
花
　
田
　
　
　
勲

九
州
支
社
　
福
岡
市
博
多
区
東
此
恵
三
丁
目
二
四
－
九

〒
八
　
二
一
電
話
　
（
0
9
2
）
　
4
8
1
－
3
1
0
0

本
　
　
社
　
東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
高
一
－
一
二
ニ
ー
一

〒
二
八
大
　
電
揺
　
（
0
3
）
　
5
3
7
8
－
5
8
0
0

営
業
所
　
千
葉
・
浦
和
・
神
奈
川
・
山
口
・
佐
賀
・
北
九
州
・
大
分
・
長
崎

地
質
・
土
質
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

五
代
産
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長
　
妹
　
尾
　
憲
　
介

取
締
役
社
長
　
縄
　
田
　
智
　
行

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
二
丁
目
四
番
二
四
号
玄
洋
ピ
ル

電
話
（
〇
九
二
）
七
七
一
－
七
四
六
五

ピ
ル
総
合
管
理

態
∃
二
コ
コ
I

会
　
長
　
高
　
野
　
嘉
兵
衛

社
　
長
　
林
　
　
　
憲
　
司

福
岡
市
中
央
区
天
神
四
丁
目
七
番
一
七
号

電
話
（
〇
九
二
一
七
七
一
－
九
五
一
五
㈹

教
育
開
発
株
式
会
社

福
岡
市
西
区
周
船
寺
徳
永
五
四
五
－
一

電
話
（
〇
九
二
）
八
〇
六
－
二
一
八
一

薮
願
書
籍
篇
臨

萩
原
学
園
原
看
護
専
門
学
校

理
事
長
　
原
　
　
　
　
　
寛

〒
網
　
福
岡
市
束
区
青
葉
六
丁
目
四
〇
番
八
号

電
話
　
代
表
0
9
2
（
6
9
1
）
3
8
8
1


